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史
上
の
諸
研
究
は
、
従
来
の
研
究
水
準
を
ぬ
く
も
の
と
し
て
高
く
評
価
さ

執
筆
の
時
期
に
一
―
―
十
年
以
上
の
へ
だ
た
り
が
あ
り
、
直
接
の
読
者
と
し
て

人
で
あ
る
ア
ソ
リ
・
ル
フ
H

ー
ヴ
ル
(
H
e
n
r
i

L
e
f
e
b
v
r
e
;
 
1901
ー）

(
1
>
 

の
名
は
、
こ
こ
数
年
来
彼
の
業
績
が
つ
ぎ
つ
ぎ
に
紹
介
さ
れ
る
事
に
よ
っ

て
、
わ
が
国
で
も
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
フ
ラ
ン
ス
思
想

れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
同
時
に
そ
の
よ
う
な
研
究
の
方
法
論
的
基
礎
を

な
し
て
い
る
彼
の
マ
ル
ク
ス
主
義
理
解
が
、
公
式
主
義
的
偏
狭
を
脱
却
し

た
す
ぐ
れ
て
柔
軟
な
も
の
で
あ
る
こ
と
が
注
目
を
ひ
い
て
お
り
、
最
海

(

2

)

 

彼
の
マ
ル
ク
ス
研
究
を
総
括
す
る
二
つ
の
著
害
が
醜
訳
さ
れ
る
に
お
よ
ん

C

3

)

 

で
、
そ
の
思
想
が
多
く
の
人
々
の
関
心
を
あ
っ
め
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

や
が
て
そ
の
う
ち
に
本
格
的
な
ル
フ
ェ
ー
ヴ
ル
論
が
あ
ら
わ
れ
る
で
あ
ろ

う
が
、
こ
の
ユ
ニ
ー
ク
な
且
つ
多
面
的
な
思
想
家
を
全
面
的
に
検
討
す
る

こ
と
は
、
わ
が
国
の
マ
ル
ク
ス
研
究
に
も
寄
与
す
る
と
こ
ろ
が
す
く
な
く

1

方
は
フ
ラ
ソ
ス
他
方
は
ロ
シ
ア
の
国
民
を
対
象
と
し
た
と
い
う
差
異

は
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
、
マ
ル
ク
ス
主
義
者
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
マ
ル
ク

、、

ス
の
思
想
全
体
に
関
す
る
簡
潔
な
解
説
害
で
あ
る
と
同
時
に
、
そ
れ
ぞ
れ

の
マ
ル
ク
ス
研
究
の
成
果
を
凝
集
し
た
高
度
の
理
諭
的
水
準
を
示
し
て
お

り
、
殊
に
＞
ー
ニ
ソ
の
『
カ
ー
ル
・
マ
ル
ク
ス
』
は
、
ル
フ
エ
ー
ヴ
ル
み
ず

(

5

)

 

か
ら
マ
ル
ク
ス
、
主
義
思
想
へ
の
入
門
害
と
し
て
第
1

に
あ
げ
て
い
る
よ
う

に
、
現
在
最
も
権
威
の
あ
る
マ
ル
ク
・
ス
主
義
解
説
害
と
さ
れ
て
い
る
も
の

で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
を
、
ル
フ
ェ
ー
ヴ
ル
の
マ
ル
ク
ス
把
握
を
解
明
す
る

マ
ル
ク
ス
主
義
的
立
場
に
立
つ
現
代
フ
ラ
ン
ス
の
代
表
的
哲
学
者
の

ア
ン
リ

JV 

フ
＝
ー
ヴ
JV

な
い
で
あ
ろ
う
。
本
稿
は
こ
の
よ
う
な
研
究
へ
の
1

つ
の
手
が
か
り
と
し

て
、
ル
フ
H

ー
ヴ
ル
が
「
ク
セ
ジ
ュ
癖
笞
声
」
の
1

妍
と
し
て
発
表
し
た

『
マ
ル
ク
ス
主
義
．
一
を
と
り
あ
げ
、
こ
れ
を
レ
ー
ニ
ツ
が
1

九
1

四
年
グ

c人
V

ラ
ナ
ト
百
科
全
害
の
た
め
に
執
筆
し
た
『
カ
ー
ル
・
マ
ル
ク
ス
』
と
比
較

し
な
が
ら
若
干
の
吟
味
を
加
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
彼
の
マ
ル
ク
ス
主
義

論
に
一
つ
の
照
明
を
あ
て
て
見
ょ
う
。
け
だ
し
、
こ
の
両
者
の
間
に
は
、

杉

の
マ
ル
ク
ス
主
義
論

原

八

四

郎



1
つ
の
基
準
と
し
て
と
り
あ
げ
る
こ
と
は
、
決
し
て
不
当
な
方
法
で
は
な

註
(

1

)

『
弁
証
法
的
唯
物
論
』
（
一
九
―
―
―
九
）
＇
は
竹
内
良
知
氏
が
（
『
思

想
』
一
九
五
一
年
十
月
号
）
、
『
デ
カ
ル
ト
』
(

1

九
四
七
）
は
森
有

正
氏
（
民
科
『
理
論
』

1

九
五

0
年
二
月
号
）
お
よ
び
平
田
清
貝

氏
（
『
一
橋
論
叢
』
一
九
五
1

・
年
五
号
）
が
、
『
デ
ィ

F
口
』
（
一
九

四
さ
は
野
田
又
夫
氏
が
（
桑
原
編
『
十
八
世
紀
フ
ラ
ン
k

』
一
九
五

二
年
）
、
『
バ

K

カ
ル
』
（
一
九
四
九
）
は
竹
内
良
知
氏
が
（
『
紐

済
科
学
』

1

九
五
一
年
第
四
号
）
、
そ
れ
ぞ
れ
紹
介
し
、
ま
た
ル

フ
エ
ー
ヴ
ル
が
一
九
四
九
年
「
新
し
き
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
」
の
テ

ー
マ
で
ひ
ら
か
れ
た
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
の
国
際
討
論
会
で
行
っ
た
「
革

命
的
人
間
」
に
つ
い
て
の
講
演
は
笹
本
駿
二
氏
が
（
『
世
界
』
一

九
五
1

年
二
月
号
）
紹
介
し
て
い
る
。

(

2

)

竹
内
良
知
眼
『
r
ル
ク
K

主
義
』
1

九
五
二
年
、
白
水
社
。
本

田
喜
代
治
訳
『
弁
証
法
的
唯
物
論
』
一
九
五
三
年
、
新
評
論
社
。

(

3

)

小
田
切
秀
雄
『
共
産
主
義
的
人
間
』
（
三
頁
）
や
梅
本
克
己
氏
の

書
評
（
『
日
本
読
害
新
聞
』
一
九
五
一
＝
年
六
月
八

8
号
）
参
照
。

(

4

)

大
塚
弘
訳
『
カ
ー
ル
・
マ
ル
ク
ス
』
（
岩
波
文
庫
）
。
以
下
『
カ

ー
ル
・
マ
ル
ク
ス
』
か
ら
の
引
用
は
本
訳
書
の
頁
数
の
み
を
横
書

き
で
示
す
。

(

5

)

竹
内
訳
『
マ
ル
ク
K

主
拳
』
一
四
二
頁
。
以
下
ル
フ
エ
ー
ヴ
ル

『
マ
ル
ク
K

主
義
』
か
ら
の
引
用
は
本
訳
書
の
頁
数
の
み
を
示
す
。

ア
ン
リ
・
ル
フ
エ
ー
ヴ
ル
の
マ
ル
ク
ス
主
拳
論
（
杉
原
）

い
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

八

応
す
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
で
あ
ろ
う
）
大
体
に
お
い
て
平
行
し
た

ル
フ
ェ
ー
ヴ
ル
の
『
マ
ル
ク
ス
主
義
』
は
、
み
じ
か
い
「
は
し
が
き
」

を
別
に
す
れ
ば
、
序
章
と
結
論
と
に
は
さ
ま
れ
た
五
つ
の
章
ー
ー
す
な
わ

ち
、
第
1

章
マ
ル
ク
ス
主
義
哲
学
（
回
弁
証
法
的
方
法
・
⑮
人
間
の
疎
外
）

第
二
章
マ
ル
ク
ス
主
義
道
撼
論
、
第
一
1

一
章
マ
ル
ク
ス
主
義
社
会
学
あ
る
い

は
史
的
唯
物
論
、
第
四
章
マ
ル
ク
ス
主
義
経
済
学
、
第
五
章
マ
ル
ク
ス
主
義

政
治
学
ー
~
か
ら
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
レ
ー
ニ
ソ
の
『
カ
ー
ル
・

マ
ル
ク
ス
』
は
、
は
じ
め
に
簡
単
な
マ
ル
ク
ス
の
伝
記
を
し
る
し
た
後
、
「

マ
ル
ク
ス
の
学
説
」

（
哲
学
的
唯
物
論
・
弁
証
法
・
唯
物
史
観
・
階
級
斗

争
）
、
「
マ
ル
ク
ス
の
経
済
学
説
」

（
価
値
・
剰
余
価
値
）
、
「
社
会
主
義
」
電

「
プ
ロ
レ
ク
リ
ア
階
級
斗
争
の
戦
術
」
と
い
う
順
序
で
マ
ル
ク
ス
の
思
想

^
1
)
 

を
解
説
し
て
い
る
。
両
害
の
こ
の
本
論
の
部
分
を
く
ら
ぺ
て
見
る
と
、

（
一
）
前
者
の
第

1
[
1一
一
章
が
後
者
の
「
マ
ル
ク
ス
の
学
説
」
に
、
(
-
―
)

第
四
章
が
「
マ
ル
ク
ス
の
経
済
学
説
」
に
、

（一
11)
第
五
章
が
「
社
会
主

義
」
お
よ
び
「
プ
ロ
レ
ク
リ
ア
階
級
斗
争
の
戦
循
」
に
そ
れ
ぞ
れ
相
当
し

（
こ
の
三
つ
が
ま
た
い
わ
ゆ
る
マ
ル
ク
ス
主
義
の
三
つ
の
源
泉
に
ほ
ぼ
照

栂
成
を
と
つ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
前
者
に
お
い
て
は
、
第

111一
一
章
の
部

分
が
第
四
章
と
第
五
章
と
を
合
せ
た
分
董
の
二
倍
を
占
め
て
い
る
の
に
対



「
（
マ
ル
ク
k

)

の
見
解

は
全
体
と
し
て
近
代
的
唯
物
論
と
近
代
的
科
学
的
社
会
主
義
と
を
、
世
界

の
1
$
の
文
明
国
に
お
け
る
労
佑
者
運
動
の
理
論
お
よ
び
網
領
と
し
て
示

す
も
の
で
あ
り
」

（
一
八
頁
）
、
そ
の
世
界
観
的
基
礎
と
実
践
的
網
領
と

を
媒
介
す
る
マ
ル
ク
ス
の
経
済
学
説
が
「
マ
ル
ク
ス
主
義
の
主
要
内
容
で

同
●
）
と
の
ぺ
て
い
る
の
に
対
し
、
後
者
が
、

現
で
な
く
、

1

つ
の
時
代
の
表
現
を
見
て
と
る
の
に
妨
げ
が
少
な
い
」

＾ 

績
か
ら
切
り
離
す
こ
と
な
く
ー
|
l
こ
の
学
説
の
う
ち
に

1
人
の
個
人
の
表

0
頁）．、

幅
と
深
さ
と
の
全
体
に
わ
た
る
意
味
に
解
さ
れ
た
場
合
に
は
、

、
、
、
、
、
、
、

主
義
ほ
弁
証
法
的
唯
物
論
と
名
づ
け
ら
れ
る
」

マ
ル
ク
ス

(
-
―

1
0
頁
）
と
し
、

の
名
称
の
方
が
こ
の
該
博
な
綜
合
の
本
質
的
諸
要
素
を
よ
り
よ
く
1

示
し
て

い
る
し
、
と
り
わ
け
ー
—
'
そ
の
綜
合
を
本
来
の
意
味
で
の
マ
ル
ク
ス
の
業

「そ

部
分
を
な
し
て
い
る
」

「
そ
の

て
、
前
者
が
、

「
科
学
と
哲
学
と
を
み
ず
か
ら
の
う
ち
に
統
1

し」

、
、
、

「
社
会
的
・
政
治
的
な
実
践
活
動
が
、
（
そ
の
）
必
須
な
椰
成

（
一
五
頁
）
と
こ
ろ
の
世
界
観
と
し
て
、

＾ 

的
部
分
に
お
け
る
マ
ル
ク
ス
主
義
に
対
す
る
1

般
的
特
色
付
け
に
お
い

し
、
後
者
に
お
い
て
は
三
つ
の
部
分
が
ほ
ぼ
最
的
に
ひ
と
し
い
と
い
う
相

違
が
あ
る
と
と
も
に
、
内
容
的
に
も
第
1

ー一
1

一
章
が
「
マ
ル
ク
ス
の
学
説

」
と
か
な
り
の
ち
が
い
が
あ
る
こ
と
は
、
そ
の
章
別
見
出
し
を
く
ら
べ
て

み
た
だ
け
で
も
気
づ
か
し
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
両
者
の
序
説

ア
ン
リ
・
ル
フ
エ
ー
ヴ
ル
の
マ
ル
ク
K

主
箋
論
（
杉
原
）

さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
以
下
、
ル
フ
＜
ー
ヴ
ル
の
マ
ル
ク
ス
主
義
論
の
核
心

（
同
●
）
と
規
定
し
て
い
る
点
を
考
え
合
せ
る
と
、
叙
述
の
上
で

の
重
点
の
お
き
ど
こ
ろ
が
か
な
り
ち
が
つ
て
く
る
で
あ
ろ
う
こ
と
が
予
測

的
部
分
を
な
す
第

1-11一章
を
中
心
と
し
て
、
そ
の
内
容
の
吟
味
に
入
る

こ
と
に
し
よ
う
。

註
(

1

)

両
書
は
と
も
に
巻
末
に
参
考
文
献
を
か
か
げ
て
い
る
が
、
そ
の

中
に
あ
る

r
ル
ク
ス
の
主
著
目
録
を
く
ら
べ
て
見
る
と
、
ヨ
リ
簡

単
な
前
者
に
あ
っ
て
後
者
に
な
い
も
の
に
、
『
経
済
学
・
哲
学
草

稿
』
と
『
F
イ
ツ
・
イ
デ
ナ
ロ
妾
ー
』
が
あ
る
。
こ
の
事
は
そ
れ

ら
の
草
稿
が
レ
ー
ニ
ン
の
時
代
に
は
い
ま
だ
発
見
さ
れ
て
い
な
か

っ
た
か
ら
、
当
然
の
事
で
あ
る
が
、
ル
フ
ェ
ー
ヴ
ル
が
と
く
に
こ

の
二
つ
の
草
稿
を
重
親
し
て
い
る
こ
と
に
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。

彼
は
『
弁
証
法
的
唯
物
論
』
の
中
で
、
こ
の
二
つ
の
草
稿
の
出
版

の
意
装
に
関
し
て
、
従
来
の
テ
キ
ス
ト
は
、
『
神
聖
家
族
』
や
『
ユ

ダ
ヤ
人
問
題
』
や
『
ヘ
ー
ゲ
ル
法
哲
学
の
批
判
』
に
よ
っ
て
す
で

に
し
ら
れ
て
い
た
マ

Jv
ク
ス
の
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
を
明
確
に
し
て

い
な
か
っ
た
が
、
こ
れ
ら
の
草
稿
は
、
「
ど
の
よ
う
に
し
て
、
か

れ
の
思
想
ー
|
諾
済
理
論
—
ー
の
発
展
が
、
具
体
的
な
人
間
主
拳

を
破
壊
し
な
い
で
、
こ
れ
を
明
か
に
し
豊
か
に
し
た
か
を
示
し
て

い
る
」
（
本
田
訳
―
―
五
頁
）
と
の
ぺ
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
な

評
価
は
、
彼
の
マ

JV
ク
ス
理
解
の
特
色
を
端
的
に
示
す
も
の
と
し

て
興
味
が
あ
る
。

あ
る
」

八
四



ル
フ
エ
ー
ヴ
ル
に
よ
れ
ば
、
マ
ル
ク
ス
主
義
哲
学
は
二
つ
の
主
要
な
局

面
を
も
つ
。
「
第
1

は
、
こ
こ
で
は
そ
れ
が
本
質
的
な
も
の
と
み
な
さ
れ

、

、

、

、

、

る
が
、
方
法
論
的
局
面
で
あ
」
つ
て
、
マ
ル
ク
ス
は
、
理
性
の
方
法
的
使

用
に
関
す
る
問
題
を
発
展
さ
せ
た
ヘ
ー
ゲ
ル
の
論
理
学
を
、
科
学
的
な
労

、
、
、

作
の
研
究
過
程
を
通
じ
て
さ
ら
に
深
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
弁
証
法

、
、
、

的
方
法
の
仕
上
げ
を
つ
づ
け
た
」
（
三
二
頁
）
。
第
二
は
、
疎
外
の
理
論

、、

で
あ
っ
て
、
マ
ル
ク
ス
は
、
意
識
の
通
史
を
素
描
し
た
ヘ
ー
ゲ
ル
の
『
精

神
現
象
学
』
を
と
り
あ
げ
、
そ
こ
か
ら
「
疎
外
と
い
う
有
名
だ
が
曖
昧
な

概
念
を
と
り
出
し
て
、
そ
れ
を
具
体
的
な
理
論
に
蛮
え
た
」

（
同
●
）
。

そ
こ
で
第
1

章
「
マ
ル
ク
ス
主
議
哲
学
」
は
「
弁
証
法
的
方
法
」
と
「
疎
外
の

.
C
l
>
 

理
論
」
の
二
節
に
わ
け
て
論
ぜ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
e
こ
れ
を

V
I
I
ー
ン
と

く
ら
ぺ
て
見
る
と
、
第
一
に
、
＞
ー
ニ
ン
で
は
「
哲
学
的
唯
物
論
」
が
は

じ
め
に
と
り
あ
げ
ら
れ
、
つ
い
て
「
弁
証
法
」
が
の
べ
ら
れ
て
い
る
の
に
、

、、

ル
フ
ェ
ー
ヴ
ル
で
は
弁
証
法
か
ら
、
し
か
も
特
に
弁
証
法
的
方
法
か
ら
出

C

2

>

 

発
し
、
唯
物
論
は
と
く
に
項
目
を
も
う
け
て
論
じ
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
、

第
二
に
、
＞
ー
ニ
ン
に
は
全
く
見
ら
れ
な
い
疎
外
の
理
論
が
ル
フ
エ
ー
ヴ

ア
ン
リ
・
ル
フ
エ
ー
ヴ
ル
の
マ
ル
ク
K

主
義
論
（
杉
原
）

ル
に
よ
っ
て
大
き
く
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
気
ず
く
。
第
二
の
点

八
五

に
つ
い
て
は
次
節
で
見
る
こ
と
に
し
、
こ
こ
で
は
第
1

の
点
に
つ
い
て
考

え
よ
う
。

ル
フ
ェ
ー
ヴ
ル
は
マ
ル
ク
ス
の
使
用
す
る
弁
証
法
的
方
法
を
、
「
彼
は

、
、
、
、
、
、
、
、
、

1

定
の
客
観
的
実
在
を
研
究
す
る
に
あ
た
っ
て
、
そ
の
実
在
の
矛
盾
す
る

諸
局
面
と
諸
要
素
と
を
分
析
（
し
）

．．．．．． 
矛
盾
諸
局
面
ま
た
は
諸
要
素
を
、

、
、
、

そ
の
聯
関
を
無
視
す
る
こ
と
な
く
、

1

つ
の
実
在
こ
そ
問
題
で
あ
る
こ
と

を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
区
別
し
た
後
、
彼
は
そ
の
実
在
を
そ
れ
の
総
↓
距

、、

す
な
わ
ち
そ
れ
の
運
動
の
総
体
に
お
い
て
再
発
見
す
る
の
で
あ
る
」
(
-
―
―

六

l-＝
七
頁
）
と
要
約
し
、
さ
ら
に
「
マ
ル
ク
ス
主
議
は
、
そ
れ
に
先
行

す
る
諸
方
法
よ
り
も
い
つ
そ
う
明
白
に
、
研
究
さ
れ
る
諸
対
象
の
各
々
の

種
別
の
、
そ
し
て
各
個
の
対
象
さ
え
も
の
、
（
質
的
な
）
独
自
性
に
固
執

、

、

、

、

す
る
。
•
…
・
・
各
々
の
実
在
に
お
い
て
は
、
そ
の
固
有
な
諸
矛
盾
、
そ
の
固

、、

有
な
（
内
的
）
諸
運
動
、
そ
の
質
と
そ
の
急
激
な
諸
転
化
を
捉
え
る
こ
と

が
必
要
で
あ
る
。
だ
か
ら
方
法
（
論
理
的
）
の
形
式
は
内
容
、
対
象
、
研
究

、、

さ
れ
る
材
料
に
従
属
さ
を
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
」
(
-
―
―
九
卜
四
1

頁
）
点
を

強
調
し
て
、
「
そ
れ
ゆ
え
、
ひ
と
が
諸
事
物
に
つ
い
て
つ
く
る
諸
観
念
ー

諸
観
念
の
世
界
ー
ー
は
人
々
の
頭
悩
の
な
か
に
表
現
さ
れ
、
応
恥
か
か
か

、
、
、

物
質
的
な
現
実
的
世
界
に
す
ぎ
な
い
。
す
な
わ
ち
、
諸
観
念
は
実
践
お
よ

、、

び
外
界
と
の
能
動
的
接
触
か
ら
、
文
化
の
全
体
を
含
む
1

つ
の
複
雑
な
過



証
主
義
」
（
P
.
2
1
)

!l
対
す
る
批
判
を
重
視
し
て
い
た
の
に
対
し
、
ル
フ

に
お
い
て
も
、
方
法
論
と
し
て
の
説
明
の
方
が
、
自
然
そ
の
も
の
の
運
動

確
に
指
摘
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

行
す
る
と
い
う
唯
物
論
的
原
理
に
も
と
ず
く
も
の
で
あ
る
こ
と
を
も
、
明

・
全
体
的
観
点
を
つ
ら
ぬ
く
も
の
で
あ
る
と
同
時
に
、
存
在
が
意
識
に
先

ア
ン
リ
・
ル
フ
ェ
ー
ヴ
ル
の
マ
ル
ク
ス
、
主
義
論
（
杉
原
）

程
を
と
お
し
て
、
構
築
さ
れ
る
の
で
あ
る
」

（
四
一
ー
四
二
頁
）
と
の
ベ

て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
ル
フ
ェ
ー
ヴ
ル
は
、
マ
ル
ク
ス
の
方
法
が
動
的

し
か
し
、
ル
フ
エ
ー
ヴ
ル
の
説
明
で
は
、
全
体
と
し
て
見
る
と
、
序
章

で
哲
学
的
唯
物
論
と
弁
証
法
と
の
統
1

と
し
て
と
ら
え
ら
れ
た
弁
証
法
的

唯
物
論
(
-
―
1
0
頁
）
の
、
弁
証
法
的
側
面
に
対
し
て
唯
物
論
側
面
の
方
が

軽
く
と
り
あ
っ
か
わ
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
応
じ
て
弁
証
法
の
と
り
あ
げ
方

法
則
と
し
て
の
・
し
た
が
つ
て
認
識
論
と
し
て
の
弁
証
法
に
関
す
る
論
述

C

3

)

 

l
>

ー
ニ
ソ
が
強
調
し
た
と
こ
ろ
の
—
|
に
く
ら
べ
て
、
ヨ
リ
重
視
さ
れ

C
↓
 

て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
点
の
差
異
は
、
1

つ
に
は
、
レ
ー
ニ
ソ
が

弁
証
法
的
唯
物
論
か
ら
の
「
今
日
と
く
に
流
布
し
て
い
る
ヒ
ュ
ー
ム
お
よ

び
カ
ソ
ト
の
立
場
、
種
々
の
形
態
に
お
け
る
不
可
知
論
・
批
判
主
義
・
実

エ
r
ヴ
ル
は
、
結
論
の
(

a

)

哲
学
の
領
域
で
の
べ
て
い
る
(
―
一
七
ー

―
ニ
―
―
一
頁
）
よ
う
に
、
弁
証
法
的
・
史
的
唯
物
論
の
立
場
か
ら
の
機
械
的

、
ら
で
あ
ろ
う
。
彼
は

、
、
、

俗
流
的
唯
物
論
へ
の
批
判
に
力
点
を
お
い
て
い
る
カ

ち
に
、
人
間
の
発
展
の
う
ち
に
・
：
・
・
・
再
発
見
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
不
可

分
離
的
に
統
一
す
る
。
…
…
（
そ
れ
は
）
な
に
よ
り
先
に
す
べ
き
大
前
提

(
p
r
e
o
c
 g
 
pation)

の
中
心
に
人
間
を
お
く
の
で
あ
る
」
(

1

二
1

ー
一

二
三
頁
）
と
の
べ
、
弁
証
法
的
唯
物
論
の
み
が
人
間
を
具
体
的
全
体
的
に

把
握
し
う
る
こ
と
を
強
調
す
る
の
で
あ
る
が
、
マ
ル
ク
ス
主
義
の
ヒ
ュ
ー

マ
ニ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
性
質
を
強
調
す
れ
ば
す
る
だ
け
1

そ
う
マ
ル
ク
ス
の

物
質
掘
念
を
明
確
に
し
、
弁
証
法
が
自
然
史
の
論
理
で
あ
る
こ
と
を
確
認

‘
 

す
る
こ
と
、
総
じ
て
マ
ル
ク
ス
主
義
の
唯
物
論
的
基
本
性
格
を
強
調
す
る

(

5

>

 

こ
と
が
必
要
で
は
な
か
ろ
う
か
。
け
だ
し
、
マ
ル
ク
ス
主
義
に
ヒ
ュ
ー
マ

ニ
ズ
ム
を
見
よ
う
と
す
る
場
合
、
と
も
す
れ
ば
そ
の
唯
物
論
的
性
格
を
軽

視
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
観
念
論
的
修
正
主
義
に
陥
り
が
ち
と
な
る
こ
と

は
多
く
の
事
例
が
1

ホ
す
と
こ
ろ
で
あ
る
か
ら
。

註
(

1

)

ル
フ
ェ
ー
ヴ
ル
は
マ

JV
ク
ス
に
よ
っ
て
疎
外
の
理
論
の
仕
上

げ
の
方
が
弁
証
法
的
方
法
の
そ
れ
よ
り
も
早
く
行
わ
れ
た
事
を
指

摘
し
（
三
二
頁
）
、
『
弁
証
法
的
唯
物
論
h

で
こ
の
点
を
詳
論
し
て
い

る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
『
共
産
党
宣
言
』
ま
で
の
時
期
に
は
、
「
ま

だ
、
弁
証
法
的
唯
物
論
は
存
在
し
て
い
な
い
。
そ
の
本
質
的
な
要

素
の
一
っ
、
弁
証
法
は
、
こ
と
さ
ら
に
棄
て
ら
れ
て
い
る
。
史
的

唯
物
論
だ
け
が
定
式
化
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
の
経
済
的
な
要
素
が

そ
こ
で
、
弁
証
法
的
唯
物
論
は
、
弁
証
法
と
唯
物
論
と
を
「
諸
事
実
の
う

八
六



人
間
問
題
の
解
決
と
し
て
招
か
れ
、
こ
れ
が
哲
学
を
変
形
し
止
揚

し
て
い
る
。
内
容
：
．．．． 
を
把
握
し
よ
う
と
の
か
れ
ら
の
努
力
の
中

で
、
マ
尼
ク
K

と
エ
ン
ゲ
ル
K

と
は
、
形
式
的
な
方
法
を
除
外
し

た
。
こ
の
内
容
の
運
動
は
あ
る
種
の
弁
証
法
を
含
ん
で
い
る
。
す

な
わ
ち
、
階
級
の
対
立
、
所
有
と
窮
乏
と
の
対
立
ー
—
こ
の
対
立

の
止
揚
。
だ
が
、
こ
の
弁
証
法
は
、
概
念
的
に
表
現
し
う
る
一
っ

の
生
成
の
構
造
に
む
す
び
つ
け
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
は
、
実
際

●
あ
た
え
ら
れ
た
も
の
、
経
験
的
に
確
認
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら

れ
て
い
る
。

．．．．．． 
弁
証
法
的
な
方
法
は
『
経
済
学
批
判
』
と
『
査

本
論
ー
と
の
準
備
の
仕
事
の
と
き
に
、
マ

JV
ク
K

に
よ
っ
て
再
発

見
さ
れ
、
復
権
さ
せ
ら
れ
た
．
．
．
．
．
．
。
経
済
学
の
諸
範
疇
と
そ
の
内

的
な
連
繋
の
仕
上
げ
が
、
経
験
主
義
を
止
揚
し
、
科
学
的
な
厳
密

さ
の
水
準
に
達
し
1

そ
し
て
、
そ
の
と
き
に
、
弁
証
法
的
な
形

式
を
と
っ
た
の
で
あ
る
」
（
本
田
訳
・
八
八
ー
上
心

0
頁
）
。
こ
れ

は
注
目
す
べ
き
見
解
で
あ
る
，
た
し
か
に
マ
ル
ク
ス
の
弁
証
法
的

把
握
が
、
『
経
済
学
批
判
』
を
経
て
『
査
本
論
』
に
い
た
つ
て
最
高

の
段
階
に
到
達
す
る
（
価
値
論
の
完
成
1
・
）
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。

そ
し
て
こ
の
点
の
確
認
が
、

JV
フ
P

ー
ヴ
JV
を
、
初
期
の
マ
ル
ク

K

の
見
解
を
後
期
の
そ
れ
か
ら
切
り
は
な
し
て
前
者
を
過
大
評
価

す
る
一
部
の
論
者
か
ら
峻
別
す
る
。
し
か
し
は
た
し
て
初
期
の
マ

ル
ク
ス
た
と
え
ば
「
『
締
済
学
・
哲
学
手
稿
』
は
、
疎
外
の
理
論
を

ふ
か
く
変
容
さ
せ
た
上
で
、
受
け
い
れ
る
た
め
に
、
弁
証
法
論
理

を
し
り
ぞ
け
て
い
る
」
（
同
●
六
五
ー
六
六
頁
）
と
い
い
う
る
で

ア
ン
リ
・
ル
フ
エ
ー
ヴ
ル
の
マ
ル
ク
ス
主
装
論
（
杉
原
）

八
七

あ
ろ
う
か
。
い
か
に
も
マ
ル
ク
ス
は
そ
の
手
稿
の
中
で
ヘ
ー
ゲ
ル

の
弁
証
法
を
痛
烈
に
批
判
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
弁
証
法
を
「
し

り
ぞ
け
る
」
た
め
で
は
な
く
こ
れ
を
の
り
こ
え
る
た
め
で
あ
り
、

彼
が
ヘ
ー
ゲ
ル
か
ら
批
判
的
に
据
取
し
た
弁
証
法
的
労
働
概
念
こ

そ
、
当
時
の
彼
の
思
懇
体
系
の
中
核
で
あ
り
、
後
年
の
『
査
本
論
』

を
生
み
出
し
て
ゆ
く
胚
種
で
も
あ
っ
た
（
ル
カ
ー
チ
の
大
著
『
若

き
ヘ
ー
ゲ
J

V

I

弁
証
法
と
揺
済
学
と
の
関
係
』
は
こ
の
点
に
つ

い
て
示
唆
に
と
む
）
。
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
見
れ
ば
当
時
の
マ

ル
ク
ス
の
思
想
を
経
験
論
的
と
す
る
の
は
い
い
過
ぎ
で
あ
り
、
『
安

本
論
．
＝
準
備
期
に
お
け
る
弁
証
法
研
究
は
、
そ
の
「
復
権
」
と
い
う

よ
り
は
む
し
ろ
「
深
化
」
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

(

2

)

弁
証
法
的
方
法
か
ら
出
発
し
た
本
書
は
第
五
章
の
終
り
で
ふ

た
た
び
弁
証
法
的
方
法
に
復
帰
す
る
（
一
一
四
頁
参
照
）
。

(

3

)

『
カ
ー
ル
・
マ
ル
ク
ス
』

(
P
P
.
1
9
-
2
7
)
お
よ
び
レ
ー
ニ
ン
が

こ
れ
と
ほ
ぼ
同
じ
時
に
書
い
た
と
思
わ
れ
る
草
稿
『
弁
証
法
に
つ

い
て
』
を
参
照
。

(

4

)

た
と
え
ば
JV
フ
エ
ー
ヴ
ル
は
序
章
で
「
マ
ル
ク
ス
主
毅
的
方

法
の
あ
ら
ゆ
る
本
質
的
特
徴
」
を
、
「
諸
事
実
と
認
槻
念
と
を
そ

、
、

の
外
観
上
の
孤
立
か
ら
救
い
出
し
、
諸
々
の
関
係
を
あ
き
ら
か
に

し
、
ば
ら
ば
ら
に
現
わ
れ
て
い
る
諸
局
面
を
と
お
し
て
描
き
出
さ

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

れ
る
総
体
の
運
動
を
追
求
し
、
諸
々
の
矛
盾
を
解
決
す
る
」
点
に

あ
る
と
書
い
て
い
る
（
二
八
頁
）
が
、
第
一
章
で
カ
ン
ト
や

n
、/

ト
を
評
価
す
る
場
合
で
も
、
こ
の
よ
う
な
親
点
に
立
つ
て
い
る
。



ル
フ
エ
ー
ヴ
・
ル
に
よ
れ
ば
、
マ
ル
ク
ス
は
ヘ
ー
ゲ
ル
の
疎
外
概
念
に
[

そ
れ
の
弁
証
法
的
、
合
廻
的
か
つ
積
極
的
な
意
味
を
与
え
た
。
そ
し
て
、

そ
れ
こ
そ
マ
ル
ク
ス
主
議
の
本
質
的
な
；
…
・
哲
学
的
局
面
で
あ
る
」

七
頁
）
が
、

「
疎
外
と
そ
の
さ
ま
ざ
ま
な
諸
形
態
に
つ
い
て
の
マ
ル
ク
ス

の
テ
キ
ス
ト
は
彼
の
全
著
作
に
散
在
し
て
い
て
、
そ
の
統
1

性
は
き
わ
め

て
最
近
ま
で
気
ず
か
れ
な
い
ま
ま
で
あ
っ
た
」
（
五
八
頁
)
9

第
1

章
(

b

)

人
間
の
疎
外
は
こ
の
点
を
と
り
あ
げ
る
の
で
あ
る
が
、
疎
外
の
理
論
を
こ

の
よ
う
に
重
視
す
る
こ
と
は
、
ル
フ
P

ー
ヴ
ル
の
マ
ル
ク
ス
主
義
論
の
著

し
い
特
色
を
な
し
て
い
る
。
本
害
の
構
成
上
か
ら
見
て
も
、
さ
き
に
見
た

第
1

章
(

a

)

弁
証
法
的
方
法
は
、
こ
の
人
間
の
疎
外
を
正
し
く
と
り
あ
っ

か
う
た
め
の
論
理
的
方
法
的
前
提
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る

し
、
第
二
章
以
下
は
、
第
1

章
e
b
)
で
1

般
的
に
論
ぜ
ら
れ
た
人
間
の
疎

四

ア
ン
，
．
”
フ
ェ
ー
ヴ
ル
の
マ
ル
ク
K

主
蓑
論
（
杉
原
）

（四

こ
れ
を
＞
ー
ニ
ン
の
カ
ン
ト
批
判
の
撼
点
(
P
P•• 
2
1
 1
 
2
2
)
と
比
鮫

せ
よ
。

(

5

)

ル
フ
エ
ー
ヴ
ル
は
序
章
で
マ
ル
ク
ス
主
義
的
世
界
観
を
キ
リ

K

卜
教
的
世
界
観
お
よ
び
個
人
主
箋
的
世
界
鎮
（
と
く
に
そ
の
「

頭
擬
し
た
代
用
品
」
た
る
実
存
主
箋
）
と
対
照
さ
せ
て
い
る
が
、

こ
の
対
照
を
よ
り
明
確
に
浮
彫
す
る
点
か
ら
い
つ
て
も
マ
ル
ク
K.

主
業
の
唯
物
論
的
性
格
は
も
っ
と
重
諷
さ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

外
の
各
論
的
展
開
に
他
な
ら
な
い
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
意
味
に
お
い
て
こ

の
部
分
は
本
書
の
中
心
的
位
置
を
し
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
以
下
そ
の
説

く
と
こ
ろ
を
要
約
す
れ
ば
つ
ぎ
の
ご
と
く
で
あ
る
。

(
1
)
人
間
は
非
人
間
的
な
も
の
を
通
し
て
の
み
人
間
的
な
も
の
を
形
成

せ
し
め
る
矛
盾
的
存
在
で
あ
り
、
自
己
疎
外
と
そ
の
止
揚
と
い
う
動
的
過

程
を
通
じ
て
成
長
発
展
し
て
ゆ
く
の
で
あ
る
が
、
人
間
の
疎
外
は
、
単
に

理
論
上
の
こ
と
だ
け
で
は
な
く
「
そ
れ
は
ま
た
と
り
わ
け
実
践
的
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
経
済
的
、
社
会
的
、
政
治
的
で
あ
る
」
（
五
一
頁
）
。
し
た
が
つ

て
、
そ
の
止
揚
も
亦
「
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
抽
象
物
や
貨
幣
か
ら
政
治
的
国

家
に
い
た
る
ま
で
の
こ
れ
ら
諸
物
神
（
す
な
わ
ち
人
間
の
活
動
性
の
生
産

物
で
あ
り
な
が
ら
人
間
か
ら
独
立
し
対
立
し
こ
れ
を
隷
属
さ
せ
て
い
る
も

の
1

引
用
者
補
）
•
•
…
．
の
破
壊
に
よ
っ
て
、
物
神
性
を
前
進
的
に
除
去

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
可
能
と
な
る
」
（
五
一
―
―
ー
五
四
頁
）
。

（
二
）
し
た
が
つ
て
人
間
の
歴
史
は
基
本
的
に
は
「
1

つ
の
自
然
的
過
桓

ー
人
間
が
自
然
か
ら
切
り
離
さ
れ
る
の
で
な
く
自
然
の
1

存
在
と
し
て

…
…
自
然
に
対
し
て
斗
争
し
、
こ
の
相
剋
を
と
お
し
て
発
造
す
る
過
程
で

あ
る
。
…
…
人
間
に
よ
る
人
間
固
有
の
意
識
の
能
動
的
生
産
は
そ
の
発
達

の
自
然
的
過
程
に
干
渉
す
る
が
、
し
か
し
な
が
ら
l
_！
決
定
的
な
飛
躍
に

よ
つ
て
人
間
存
在
が
そ
の
活
動
性
を
意
識
的
に
し
か
も
合
理
的
に
組
織
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
瞬
間
ま
で
は
ー
ー
＇
そ
の
発
達
か
ら
自
然
的

八
八



頁
）
。
す
な
わ
ち
、
共
産
主
義
は
、
「
1

、
人
間
が
自
然
と
の

．．．．．． 
斗
争

の
も
た
ら
し
た
あ
ら
ゆ
る
成
果
と
な
が
い
歴
史
が
た
く
わ
え
た
あ
ら
ゆ
る

現
わ
れ
出
て
、
人
間
的
総
体
を
組
織
し
、
自
然
的
な
、
矛
盾
し
た
。
数
奇

な
、
苦
痛
に
み
ち
た
過
程
'
:
・
・
・
を
止
揚
す
る
•
•
…
·
時
期
と
し
て
、
一

1
1、
人

間
的
な
も
の
の
多
面
的
な
；
•
…
疎
外
が
だ
ん
だ
ん
た
揚
さ
れ
、
ふ
た
た
び

吸
牧
さ
れ
、
廃
棄
さ
れ
る
（
．．．．．． 
そ
の
た
め
に
こ
れ
ら
の
矛
盾
を
つ
う
じ

て
獲
得
さ
れ
た
物
質
的
・
精
神
的
富
が
排
除
さ
れ
る
の
で
は
な
い
）
時
期

と
し
て
、
定
義
さ
れ
る
」
（
五
七
！
五
八
頁
）
。

ア
ン
リ
・
乃
フ
エ
ー
ヴ
ル
の

r

ル
ク
ス
主
装
論
（
杉
原
）

富
と
を
も
つ
て
開
花
す
る
歴
史
的
時
期
と
し
て
、
こ
、
理
性
が
決
定
的
に

八
九

る
か
死
ぬ
か
の
問
題
で
あ
る
。
：
・
・
・
・
マ
ル
ク
ス
主
義
が
プ
ロ
レ
ク
リ
ア
ー

ト
と
利
害
を
と
も
に
す
る
は
、
プ
ロ
レ
ク
リ
ア
ー
ト
が
弱
い
も
の
で
あ
る

ら
の
価
値
を
獲
得
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
彼
に
と
つ
て
は
生
き

律
と
創
意
、
責
任
感
が
彼
に
と
つ
て
必
然
的
に
価
値
と
な
る
。
彼
は
そ
れ

同
意
し
て
い
る
と
き
は
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
的
個
人
は
従
順
を
徳
と
み
な

つ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
自
己
自
身
を
解
放
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
社
会

「
プ
ロ
レ
ク
リ
ア
ー
ト
の
み
が
、
全
面
的
に
疎
外
を
生
き
、
疎
外
を
蒙

（
五
六

の
中
で
つ
ぎ
の
よ
う
に
の
べ
て
い
る
。

「
科
学
的
な
共
産
主
義
は
歴
史
の
運
動
全
体
に
よ
っ
て
て
、
全
体

世
界
が
生
ず
る
。
し
た
が
つ
て
、
人
間
の
歴
史
は
一
―
―
つ
の
局
面
ま
た
は
要

素
、
自
生
的
な
（
生
物
学
的
•
生
理
学
的
・
自
然
的
）
要
素
|
|
反
省
的

な
要
素
（
さ
し
あ
た
っ
て
は
不
完
全
に
し
か
解
放
さ
れ
て
い
な
い
が
、
そ

れ
で
も
す
で
に
現
実
的
で
有
効
な
、
発
生
し
つ
つ
あ
る
意
識
)
|
|
庄
区
象

、
、
、
、
、
、
、
、

的
か
つ
幻
想
的
な
要
素
（
疎
外
と
物
神
と
い
う
非
人
間
的
な
も
の
）
ー

の
絶
え
ざ
る
相
互
滲
透
と
相
互
作
用
と
を
し
め
し
て
い
る
」
（
五
四
頁
）

全一）
性
に
お
い
て
考
察
さ
れ
た
人
間
の
生
成
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
」

け
れ
ば
な
ら
ぬ
」

諸
価
値
を
現
実
の
外
に
設
定
す
る
こ
と
を
拒
否
し
、
し
た
が
つ
て
道
撼
的

る
・
・
・
・
・
・
誹
謗
」
に
対
し
て
、

評
価
の
根
拠
を
現
実
の
う
ち
に
求
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
|
|
道
徳
的
疎
外

、
、
、

と
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
幻
想
か
ら
解
放
さ
れ
た
新
し
い
倫
理
学
を
創
造
し
な

（
六
―
―
一
頁
）
こ
と
を
あ
き
ら
か
に
す
る
の
で
あ
っ
て
、

第
一
章
(

b

)

と
と
も
に
本
書
の
最
も
特
色
且
つ
生
彩
あ
る
部
分
で
あ
る
ー

と
人
間
と
を
解
放
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
・
・
・
・
・
・
抑
圧
さ
れ
し
か
も
そ
れ
に

す
。
だ
が
彼
が
経
済
的
政
治
的
斗
争
に
お
い
て
行
動
す
る
と
き
に
は
、
規

「
マ
ル
ク
ス
主
義
は
、
こ
ん
に
ち
こ
そ
！

」
れ
は

「
マ
ル
ク
ス
主
義
に
一
種
の
非
道
徳
主
義
的
シ
ニ
ズ
ム
を
補
す

引
用
者
補
）
諸
物
神
と
い
う
非
人
間
的
な
（
虚
妄
な
仕
方
で
人
間
的
な
）

義
を
実
現
す
る
主
体
に
つ
い
て
は
、
第
二
章
マ
ル
ク
ス
主
義
道
徳
論
ー
—

過
程
と
い
う
性
格
を
剃
ぎ
と
る
も
の
で
は
な
い
。

．．．．．． 
（
こ
の
上
に
尚
ー

（
四
）
と
こ
ろ
で
人
間
の
自
己
疎
外
を
止
揚
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
共
産
主



佑
）
を
止
揚
し
て
実
践
的
行
動
と
理
論
的
思
惟
を
お
こ
な
う
こ
と
の
で
き

る」

（
六
九
頁
）
と
い
う
こ
と
、
す
な
わ
ち
、

マ
ル
ク
ス
主
義
的
人
間
観

五

ア
ン
リ
・
ル
フ
H

ー
ヴ
ル
の
マ
ル
ク
ス
主
装
論
（
杉
原
）

か
ぎ
り
に
お
い
て
で
は
な
く
、

1

つ
の
力
で
あ
る
か
ぎ
り
に
お
い
て
で
あ

り
、
そ
れ
が
無
知
で
あ
る
か
ぎ
り
に
お
い
て
で
な
く
、
認
識
を
わ
が
も
の

と
し
、
豊
か
に
す
る
に
ち
が
い
な
い
か
ぎ
り
に
お
い
て
で
あ
り
‘
|
|
プ

ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
に
よ
っ
て
非
人
間
的
な
も
の
と
し
て
斥
け
ら
れ
て
い
る
か

ぎ
り
に
お
い
て
で
は
な
く
、
み
ず
か
ら
の
う
ち
に
人
間
の
末
来
を
担
い
、

虚
栄
に
充
ち
た
プ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
を
非
人
間
的
な
も
の
と
し
て
斥
け
る
か

ぎ
り
に
お
い
て
で
あ
る
。

1

言
で
い
え
ば
、
マ
ル
ク
ス
主
義
は
プ
ロ
レ
タ

リ
ア
ー
ト
の
な
か
に
そ
の
生
成
と
可
能
と
を
見
る
の
で
あ
る
」

．
六
六
頁
）
。
‘

頁
）
と
し
て
、

（
六
七

盆
）
さ
ら
に
ル
フ
ェ
ー
ヴ
ル
は
、
「
こ
の
よ
う
に
理
解
さ
れ
た
止
揚
ほ

1

つ
の
社
会
的
命
法
の
意
味
を
も
ち
、
ま
た
個
人
的
規
模
で
の
命
法
|
_

す
な
わ
ち
倫
理
ー
ー
の
意
味
を
も
つ
て
い
る
。
個
人
は
、
各
々
の
個
人
は

自
己
を
止
揚
す
ぺ
き
で
あ
る
！
：
・
・
・
・
自
己
を
止
揚
す
る
こ
と
、
そ
れ
は
生

成
の
方
向
に
、
全
体
的
人
間
に
む
か
つ
て
す
す
む
こ
と
で
あ
る
」

「
全
体
的
人
間
、
現
実
的
生
成
の
も
っ
と
も
深
奥
に
ひ
そ

c
l
>
 

ん
で
い
る
こ
の
観
念
」
（
六
六
頁
）
に
つ
い
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
の
べ
て

い
る
。
「
真
の
個
性
は
全
体
的
人
間
、
す
な
わ
ち
開
花
し
た
自
然
的
生
命

力
と
、
不
具
に
さ
れ
た
不
完
全
な
諸
活
動
性
（
細
分
さ
れ
分
割
さ
れ
た
労

（
六
＝
―

1

にこ
ヽ
ル
フ
ェ
ー
ヴ
ル
が
こ
こ
で
強
調
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
は
、
要
す
る

る
完
全
な
明
敏
さ
と
を
目
ざ
す
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
自
由
な
社
会
に
お
け

る
自
由
な
個
人
で
あ
ろ
う
、
と
マ
ル
ク
ス
は
い
つ
て
い
る
。
こ
の
視
角
か
ら

す
れ
ば
、
す
で
に
人
間
的
疎
外
1

般
の
士
揚
と
し
て
定
義
さ
れ
た
共
産
主

義
は
ま
た
個
人
の
疎
外
お
よ
び
内
的
諸
相
剋
の
出
揚
と
も
定
義
さ
れ
る
。

こ
の
方
向
に
は
、
理
論
と
実
践
と
の
相
剋
、
自
主
的
生
命
と
反
省
的
生
活

と
の
相
剋
を
士
揚
し
て
、
そ
れ
ら
を
自
分
の
う
ち
で
よ
り
高
い
綜
合
に
再

統
1

し
て
い
る
最
初
の
新
し
い
人
間
た
ち
の
姿
が
す
で
に
あ
ら
わ
れ
て
い

(

2

)

 

る
」
（
六
九
頁
）
。

註
(

1

)

「
全
体
的
人
間
」

(l、h
o
m
m
e
total)

に
つ
い
て
は
『
弁

証
法
的
唯
物
論
』
（
本
田
訳
・
一
八
―
―
―
ー
ニ

0
八
頁
）
に
く
わ
し

い
諒
明
が
あ
る
。

(

2

)

今
や
あ
ら
わ
れ
つ
4

あ
る
「
新
し
い
人
間
た
ち
」
に
つ
い
て

は
、
「
革
命
的
人
間
」
（
笹
本
訳
・
『
世
界
，
＝
第
六
十
二
号
’
一
五
五

頁
）
を
参
照
。

「
マ
ル
ク
ス
主
義
は
人
間
の
観
念
と
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
と
に
完
全
に

具
体
的
な
意
味
を
与
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
を
更
新
す
る
も
の
で
あ

九
〇



ア
ン
リ
・
ル
フ
エ
ー
ヴ
ル
の
マ
ル
ク
K

主
義
論
（
杉
原
）

が
他
の
諸
種
の
抽
象
的
1

面
的
人
間
観
ー
ー
形
而
上
学
的
（
四
六
ー
四
七

頁
）
・
個
人
主
職
的
（
六
八
ー
六
九
頁
）

．．
 

俗
流
唯
物
論
的
（
一
一
七
ー

1
 

1

八
頁
）
な
ど
ー
に
く
ら
べ
て
い
か
に
具
体
的
全
体
的
な
も
の
で
あ

る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ル
フ
エ
ー
ヴ
ル
は
、
そ
の
著
『
弁
証
法
的
唯

物
論
一
や
『
マ
ル
ク
ス
の
思
餓
を
認
識
す
る
た
め
に
』
な
ど
に
見
ら
れ
る

ょ
う
な
、
マ
ル
ク
ス
の
初
期
の
思
想
に
関
す
る
狼
自
の
研
究
に
よ
っ
て
、

「
人
間
の
自
己
疎
外
と
そ
の
た
揚
」
と
い
う
論
理
や
「
全
体
的
人
間
」
と

い
う
理
想
が
マ
ル
ク
ス
主
義
思
想
に
と
つ
て
決
定
的
な
重
要
性
を
も
つ
て

い
る
と
い
う
結
論
に
到
造
し
、
こ
の
よ
う
な
視
角
か
ら
、
マ
ル
ク
ス
主
義

の
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
的
性
格
を
、
ど
こ
ま
で
も
マ
ル
ク
ス
主
義
の
立
場
に

忠
実
に
内
在
し
な
が
ら
あ
き
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
の
で
あ
っ
て
、
彼
の

マ
ル
ク
ス
研
究
の
最
も
軍
要
な
意
議
は
こ
の
点
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
ま

た
ル
フ
ェ
ー
ヴ
ル
が
マ
ル
ク
ス
主
義
の
中
に
「
具
体
的
個
人
の
廻
論
」
が

C
1
>
 

ふ
く
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
特
に
注
目
し
、
本
書
に
お
い
て
も
篤
二
章
の
中

し
た
も
の
と
し
て
、
珊
論
的
に
重
要
な
価
値
が
あ
る
の
み
で
は
な
く
、
マ

ル
グ
ス
主
議
を
西
欧
的
個
人
主
義
や
近
代
的
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
と
機
械
的

に
対
立
を
し
め
る
見
解
が
有
力
に
流
布
さ
れ
て
い
る
現
在
、
と
く
に
プ
ル

ス
研
究
で
は
十
分
に
論
じ
つ
く
さ
れ
な
か
っ
た
局
面
を
ほ
り
下
げ
よ
う
と

で
人
間
的
個
性
の
発
展
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
こ
と
は
、
従
来
の
マ
ル
ク

九

第
五
章
は
「
社
会
主
鶉
」
お
よ
び
．
「
プ
ロ
レ
ク
リ
ア
階
級
斗
争
の
戦
術
」

ー
ド
ソ
以
来
無
政
府
主
議
的
個
人
主
議
が
根
づ
よ
い
地
盤
を
も
つ
て
い
る

フ
ラ
ッ
ス
に
お
い
て
、
マ
ル
ク
ス
主
議
の
こ
の
側
面
を
強
調
す
る
こ
と
の

実
践
的
意
議
も
亦
す
く
な
か
ら
ぬ
も
の
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
で
ル

フ
エ
ー
ヴ
ル
は
人
間
の
疎
外
過
程
の
諸
相
に
つ
い
て
、
第
三
章
マ
ル
ク
ス

主
羮
社
会
学
あ
る
い
は
史
的
唯
物
論
で
は
分
業
と
私
有
財
産
の
問
題
を
中

心
と
し
た
社
会
的
疎
外
過
租
を
、
舘
四
章
マ
ル
ク
ス
主
攀
経
済
学
で
は
価

値
お
よ
び
噸
余
価
値
の
問
題
を
中
心
と
し
た
経
済
的
疎
外
過
程
を
、
さ
ら

に
第
五
章
マ
ル
ク
ス
主
義
政
治
学
で
は
階
級
対
立
お
よ
び
国
家
の
問
題
を

中
心
と
し
た
政
治
的
疎
外
過
程
を
展
開
し
な
が
ら
、
さ
き
に
1

般
的
に
の

べ
ら
れ
た
歴
史
の
1

1

―
つ
の
局
面
ー
自
生
的
・
反
省
的
・
仮
象
的
．
（
五
四

頁
)
|
ー
の
相
互
作
用
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
段
階
に
お
い
て
そ
の
現
実
的
な

す
が
た
を
説
明
す
る
（
八
ニ
ー
さ
―
一
頁
、
一

0
0
頁、

J
O
四
ー

1
0
五

頁
）
と
と
も
に
、
そ
れ
に
応
じ
て
、
さ
き
に
抽
象
的
に
の
ぺ
ら
れ
た
共
産

主
義
の
擬
念
（
五
七
ー
五
八
頁
）
に
具
体
的
な
内
容
規
定
を
あ
た
え
て
い

・
る
（
八
五
頁
、

1
.
0
0
頁
、
一

1
0
頁
）
の
で
あ
る
が
、
わ
れ
わ
れ
は
こ

こ
に
お
い
て
ふ
た
た
び
レ
ー
ニ
ン
と
の
対
比
を
と
り
あ
げ
る
こ
と
が
で
き

る
。
す
な
わ
ち
本
書
の
第
1

1

一
章
は
『
カ
ー
ル
・
マ
ル
ク
ス
』
の
「
唯
物
史

観
」
お
よ
び
「
階
級
斗
争
」
、
第
四
章
は
「
マ
ル
ク
ス
の
経
済
学
説
」
、



（
す
な
わ
ち
「
マ
ル
ク
ス
の
学
説
」
の
し
め
く
く
り
と
し
て
）

「
階
級
斗

争
」
の
項
目
を
と
く
に
も
う
け
て
、
そ
れ
に
関
す
る
マ
ル
ク
ス
の
思
想
が

『
共
産
党
宜
言
』
に
如
何
に
明
確
に
定
式
化
さ
れ
て
い
る
か
を
説
明
し
、

「
諸
事
件
の
原
動
力
と
し
て
の
階
級
斗
争
」
に
つ
い
て
の
マ
ル
ク
ス
の
基

礎
理
諸
や
歴
史
研
究
に
よ
る
「
す
べ
て
の
階
級
斗
争
は
政
治
斗
争
で
あ
る
」

い
て
の
ぺ
て
い
る

(
P
P
.
3
1
-
-
-
3
4
)

。
ま
た
ル
フ
エ
ー
ヴ
ル
の
第
四
章
・
に

お
け
る
網
余
価
値
論
の
説
朋
は
き
わ
め
て
簡
単
で
あ
っ
て
（
九
七

1
九
八

の
一
＿
一
行
だ
け
で
あ
る
の
に
対
し
、
レ
ー
ニ
ソ
は
「
唯
物
史
観
」
の
後
に

は
い
る
が
、
隋
級
斗
争
に
つ
い
て
特
に
の
ぺ
て
い
る
の
は
第
一
＿
一
章
で
は
こ

す
る
人
間
の
斗
争
で
あ
り
、
人
間
に
よ
る
人
間
の
牧
奪
で
あ
る
」

頁
）
と
の
ぺ
て
、
唯
物
史
観
に
お
け
る
階
級
斗
争
論
の
意
義
を
指
摘
し
て

（
八
一

ア
ン
リ
・
ル
フ
エ
ー
ヴ
ル
の
マ
ル
ク
‘
K
主
義
論
（
杉
原
）

に
そ
れ
ぞ
れ
照
応
す
る
の
で
あ
る
が
、
両
者
の
叙
述
を
比
絞
す
る
と
き
、

わ
れ
わ
れ
ば
、
階
級
的
・
党
派
的
・
革
命
的
観
点
が
、

V
I
―
ー
ツ
に
北
い

て
い
か
に
力
説
さ
れ
て
い
る
か
、
ル
フ
エ
ー
ヴ
ル
に
お
い
て
そ
れ
ほ
ど
強

調
さ
れ
て
い
な
い
か
に
気
付
く
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
第
三
章
で
ル
フ

エ
ー
ヴ
ル
は
、
「
生
産
諸
様
式
の
分
析
に
お
い
て
は
、
幾
重
に
も
か
さ
な

り
あ
っ
た
多
様
な
相
剋
と
矛
盾
と
が
あ
ら
わ
れ
る
が
、
ま
ず
そ
し
て
と
り

わ
れ
わ
れ
の
注

0.

＊
ヽ

、
、
、
、
、

わ
け
、
社
会
諸
階
級
の
相
剋
が
あ
ら
わ
れ
る
こ
こ
て

意
を
ひ
く
し
か
も
本
質
的
現
象
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
も
の
は
人
間
に
た
い

め
る
」

(
P
.
4
1
)

で
か
つ
新
ら
し
い
の
は
、

九
l
-

『
資
本
論
．
一
第
1

巻
第
七
篇
「
資
本
の
蓄
積
過
程
」
に
つ
い
て
は

全
く
ふ
れ
ら
れ
て
い
な
い
の
に
対
し
、
レ

I
-＿
ソ
で
は
「
マ
ル
ク
ス
経

済
理
論
の
土
台
石
」
（
P
.

112)
と
し
て
の
剰
余
価
値
論
に
つ
い
て
は
特

に
項
目
を
設
け
て
ョ
リ
詳
細
に
説
明
す
る

(
P
.
3
8
-
4
1
)

と
と
も
に
、

塁
采
論
て
が
労
佑
時
間
を
め
ぐ
る
労
資
の
は
げ
し
い
階
級
斗
争
な
ら
び

に
国
家
権
力
の
干
渉
に
関
す
る
「
互
大
な
画
像
を
我
々
の
前
に
現
前
を
し

こ
と
を
と
く
に
指
摘
し
、
「
さ
ら
に
、
き
わ
め
て
重
要

、
、
、
、

マ
ル
ク
ス
の
資
本
蓄
積
の
分
析
で
あ
る
」

(
P
.

4
1
)

と
し
て
、

「
資
本
の
蓄
積
過
程
」
に
お
け
る
『
資
本
論
』
の
説
明
を

要
約
し
、
「
纂
奪
者
が
纂
奪
さ
れ
る
」
と
い
う
文
章
で
お
わ
る
有
名
な
箇

所
を
引
用
し
て
い
る
。
さ
ら
に
ル
フ
ェ
ー
ヴ
ル
が
第
五
章
マ
ル
ク
ス
主
鶉

政
治
学
に
お
い
て
、
レ
ー
ニ
ン
が
雷
茎
で
と
革
命
一
の
中
で
「
こ
の
試
金

石
に
あ
て
て
マ
ル
ク
ス
主
義
を
本
当
に
理
解
し
｀
認
識
し
て
い
る
か
ど
う

か
を
た
め
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
（
社
会
書
磨
『
レ
ー
ー
ー
ン
ニ
巻
選
集
』

第
二
巻
8
四
四
頁
）
と
し
た
と
こ
ろ
の
プ
ロ
レ
ク
リ
ア
ー
ト
の
狭
裁
に
つ

い
て
の
べ
．
て
悶
箇
所
を
見
る
な
ら
ば
、
「
プ
ロ
レ
ク
リ
ア
ー
ト
の
（
プ

Jv
．
ョ
ジ
ー
に
た
い
す
る
）
独
裁
ー
プ
ル
ジ
曰
ァ
民
主
主
義
の
終
焉

l

民
主
主
議
の
開
花
—
ー
プ
ル
ジ
ョ
ア
的
あ
る
い
は
小
プ
ル
ジ
ョ
ア
的
民
主

主
職
者
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
け
れ
ど
も
決
し
て
果
さ
れ
た
こ
と
の
な
か
つ

頁
）
、



六

た
諸
々
の
約
束
の
履
行
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
等
価
な
項
で
あ
る
。
も
し

狭
裁
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
社
会
的
総
体
の
規
制
者
と
し
て
、
資
本

主
義
の
不
安
定
な
均
衡
を
特
徴
づ
け
て
い
る
、
統
制
も
法
則
も
な
い
私
的

創
意
か
ら
生
ず
る
盲
目
的
平
均
に
と
つ
て
代
っ
た
経
済
学
的
社
会
学
的
な

(

1

 

0
-
R
頁
）
と
か
か
れ
て
い
る
。
レ
ー
ニ
ン
に

科
学
の
独
裁
で
あ
る
」

よ
れ
ば
そ
れ
は
「
不
可
避
的
に
、
未
曽
有
の
激
烈
な
階
級
斗
争
の
時
期
で

あ
る
」
（
前
掲
選
集
四
五
頁
）
の
に
、
ル
フ
ェ
ー
ヴ
ル
に
よ
れ
ば
「
も
し

、．
狼
裁
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
：
・
・
・
・
科
学
の
狼
裁
で
あ
る
」
。
わ
れ
わ

、、

れ
は
こ
こ
に
も
ま
た
、
「
マ
ル
ク
ス
が
正
当
に
も
こ
の
側
面
（
プ
ロ
レ
ク

リ
ア
階
級
斗
争
の
戦
術
の
問
題
）
を
欠
い
た
唯
物
論
を
半
端
で
、

1

面
的

で
、
死
ん
だ
も
の
と
考
え
た
と
い
う
こ
と
を
強
調
す
る
」(
P
.
5
9
J
~
ー
ニ

ン
と
の
差
異
を
看
瑕
ぜ
ざ
る
を
得
な
い
で
あ
ろ
う
。

註
(

1

)

こ
の
点
に
つ
い
て
は
『
弁
証
法
的
唯
物
論
』
（
本
田
訳
）
七
九

ー
八
五
頁
、
『
マ
ル
ク

:

2
思
想
を
認
識
す
る
た
め
に
』
こ
一
ー

1

一
四
頁
を
参
照
。

(

2

)

研
究
所
版
『
査
本
論
』
の
は
じ
め
に
お
か
れ
て
い
る
レ
ー
ニ

ン
の
『
カ
ー
JV

・マ

JV
ク
ス
』
の
最
後
に
は
、
『
国
家
と
革
命
』
の

こ
の
部
分
が
、
「
プ
ロ
レ
ク
リ
ア
ー
ト
の
独
裁
」
と
い
う
項
目
で

追
加
収
録
さ
れ
て
い
る
。

ア
ン
リ
・
ル
フ
エ
ー
ヴ
ル
の
マ
ル
ク
K

主
拳
論
（
杉
原
）

力

（
一
三
頁
）
た
め
に
は
、
読
者
は
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら

り
よ
く
「
マ
ル
ク
ス
主
議
の
豊
か
さ
と
そ
の
立
論
の
力
強
さ
が
こ
と
ご
と

と
い
う
理
由
か
ら
い
つ
て
も
必
要
な
の
で
あ
る
」

マ
ル
ク
ス
が
『
ド
イ
ツ
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
』
の
中
で
、
唯
物
史
観
の
結

論
と
し
て
、
「
共
産
主
議
的
意
識
の
大
量
的
な
産
出
と
い
う
こ
と
の
た
め

に
も
、
ま
た
事
態
そ
の
も
の
を
遂
行
し
て
ゆ
く
こ
と
の
た
め
に
も
、
人
間

の
大
量
的
な
変
化
が
必
要
で
あ
り
、
こ
の
喪
化
は
た
だ
実
践
的
運
動
に
お

い
て
の
み
、
革
命
に
お
い
て
の
み
、
お
こ
り
う
る
と
い
う
こ
と
。
だ
か
ら

、

、

、

、

革
命
は
、
支
配
階
級
を
打
倒
す
る
に
は
他
の
ど
ん
な
方
法
に
よ
っ
て
も
な

し
え
な
い
と
い
う
理
由
か
ら
、
必
要
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
さ
ら
に
、

、
、
、
、

打
倒
す
る
階
級
は
革
命
に
お
い
て
の
み
い
つ
さ
い
の
ふ
る
い
汚
物
を
は
ら

い
の
け
、
あ
た
ら
し
い
社
会
建
設
の
能
力
を
賦
与
さ
れ
る
に
い
た
り
う
る

一
巻
八
四
頁
）
と
の
ぺ
て
い
る
よ
う
に
、
社
会
革
命
と
人
間
革
命
と
は
マ

ル
ク
ス
主
義
に
お
い
て
は
は
な
れ
が
た
＜
む
す
び
つ
い
て
い
る
。
し
た
が

つ
て
マ
ル
ク
ス
主
裁
の
理
想
主
義
的
・
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
的
側
面
を
力
説

す
る
こ
と
と
そ
の
階
級
的
党
派
的
側
面
を
強
調
す
る
こ
と
と
は
決
し
て
矛

盾
す
る
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
こ
の
両
面
の
統
1

的
把
握
に
よ
っ
て
こ

そ
マ
ル
ク
ス
主
義
の
正
し
い
理
解
が
え
ら
れ
る
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

ル
フ
ェ
ー
ヴ
ル
の
『
マ
ル
ク
ス
主
義
』
に
よ
っ
て
著
者
自
身
の
期
待
ど
お

く
1

示
さ
れ
る
」

（
大
月
書
店
版
選
集
第



異
に
つ
い
て
の
比
較
検
討
と
い
う
興
味
あ
る
テ
ー
マ
を
ふ
く
め
て
、
す
べ

な
諸
点
に
つ
い
て
は
、
特
に
心
し
て
本
害
か
ら
読
み
と
る
（
あ
る
い
は
む

し
ろ
読
み
込
む
）
べ
き
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
が
本
稿
の
1

応
の

結
論
で
あ
っ
て
、
ル
フ
ェ
ー
ヴ
ル
の
マ
ル
ク
ス
主
義
論
の
ヨ
リ
本
格
的
な

研
究
は
、
マ
ル
ク
ス
に
お
け
る
人
間
の
自
己
疎
外
の
問
題
ー
ー
そ
れ
と
の

関
聯
に
お
い
て
全
体
的
人
間
の
問
題
や
分
業
の
問
題
な
ど
ー
ー
を
重
視
す

る
点
で
ル
フ
ェ
ー
ヴ
ル
と
共
通
な
関
心
を
し
め
し
て
い
る
レ
ー
ヴ
ィ
ッ
ト

（
『
ウ
ェ
ー
・
＾
［
と
マ
ル
ク
ス
』
）
や
、
ヘ
ー
ゲ
ル
か
ら
マ
ル
ク
ス
ヘ
の
展

開
に
お
い
て
1

八
四
四
年
の
『
経
済
学
・
哲
学
草
稿
』
が
し
め
る
意
義
の

重
視
や
マ
ル
ク
ス
主
義
と
実
存
主
義
と
の
対
比
と
い
う
問
題
意
識
に
お
い

て
ル
プ
エ

J
ヴ
ル
と
相
似
た
観
点
に
立
つ
て
い
る
ル
カ
ー
チ
（
『
若
き
ヘ

ー
ゲ
ル
』
、
『
実
存
主
装
か
マ
戸
ク
ス
主
義
か
』
）
な
ど
と
の
親
近
性
と
差

て
将
来
の
研
究
を
期
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。
（
一
九
五
三
年
七
月
十
五
日
）

本
害
に
接
し
、
レ
ー
ニ
ン
と
の
対
比
に
お
い
て
あ
き
ら
か
に
さ
れ
た
よ
う

ア
ン
リ
・
ル
フ
ェ
ー
ヴ
ル
の
マ
戸
ク
K

．
王
箋
論
（
杉
原
）

九
四




